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「三菱電機の経営戦略」（IR DAY 2025 プレゼンテーション資料）より
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「三菱電機の経営戦略」（IR DAY 2025 プレゼンテーション資料）より
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SQiP 2024の​ふりか​えり

ソフトウェア品質シンポジウム 2024資料より
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SQiP 2024の​ふりか​えり



課題

スピード感と​
品質の​両立

解決策

②
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本日の​発表の​ストーリー

③

開発プロセスに​
依らない​

QMSの​実現

開発プロセスに​依存しない​
QMSアーキテクチャを​構築①

アジャイル開発を​前提とした​
QMSに​より、​

ISO9001認証を​取得

QEの​導入、​
テスト設計方​針を​組み込んだ​

DoD

PoCでの​開発の​
テスト設計方​針、​
DoD作成の​事例

アジャイル開発に​おける​
品質ガバナンスの​確立

詳細

PoCでの​開発に​おける​
最低限の​品質活動を​

明確化

価値創造の​実現
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開発プロセスに​依存しない​QMSアーキテクチャを​構築
①開発プロセスに依らないQMSの​実現

ソフトウェア品質シンポジウム 2024資料より
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①開発プロセスに依らないQMSの​実現

スクラムを​使用する​
アジャイル開発ガイドライン

その​他の​規定類を​作成し
新規に​QMSを​構築した​

スクラムを​使用する​アジャイル開発を​前提とした​QMSを​構築

 ISO9001認証を​受審
2025年7月に​認証取得

当部門で​ウォーターフォール開発の​
実施予定が​ないため、​
アジャイル開発用の​
ガイドラインのみ​作成
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・
・

・
・

・
・

ISO9001認証を​取得
2024/4 規則整備完了、​QMS運用開始
2025/4 審査一次​（書類）、​2025/6 審査二次​（運用）を​受審
2025/7 認証取得

2023年​
10月​

準備

2024年
4月

2024年
10月

2025年
4月

記録開始

トップマネジメント
組織方針展開

部門 組織目標・
実績シート作成

部門内展開・周知

開発 計画

開発 開始 開発振り返り・改善

組織関係
規則整備

規則整備・
部門内合意

審査対象
開発選定

部門 品質会議
（月1回の頻度で実施）

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

トップマネジメント
組織方針展開

部門 組織目標・
実績シート作成

部門内展開・周知

 ISO初回

審査二次
（運用）

ISO認証審査準備作業 ISO認証審査機関との打合せ

組
織

開

発

全
体

6月

ISO初回

審査一次
（書類）

4月

内部品質監査

マネジメント
レビュー

認証

取得

7月

①開発プロセスに依らないQMSの​実現

認証審査の​ために、​一定期間の​
QMS運用実績が​必要
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アジャイル開発を​前提とした​QMSの、​ISO認証の​審査に​ついて​

スクラムチームから​組織への​エスカレーションの​仕組みの​明確化・記録が​必要
スクラムチームから​組織に​エスカレーションする​際の、​判断者・理由
スクラムチームから​エスカレーションした​不適合の​管理方​法、​是正内容及び是正効果の​確認

開発への​インプット、​開発からの​アウトプットに​ついて​明確化・記録が​必要
インプット  ：　  プロジェクト計画時の​文書および​PBI/SBI
アウトプット：　スプリントで​確認する​インクリメントの​詳細、​リリースの​承認者・理由

①開発プロセスに依らないQMSの​実現

 PBI : Product Backlog Item,  SBI : Sprint Backlog Item

 ・​構築した​QMSでは、​極力シンプルな​スクラムを​想定している​
 ・計画時の​文書は​最低限とし、​リリーススプリントは​必須と​していない​
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②スピード感と品質の両立

ソフトウェア品質シンポジウム 2024資料より
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②スピード感と品質の両立

アジャイル開発に​おける​品質ガバナンスの​確立
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QEは​「テストを​作る​/する​人」ではなく​「Doneの​事前判定を​する​人」であり、​
「チームの​透明性に​寄与する」​一定の​役割を​もった​ロール

②スピード感と品質の両立

品質技術者（QE、Quality Engineer）
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テスト設計方針

適用結果​より、​説明して​導ける​人が​少ない、と​いう​課題が​ある​一方、​
テスト内容に​関する​見解を​開発前に​チーム内で​一致できる​メリット

②スピード感と品質の両立

開発時に​テスト設計を​
ブレなく​実施可能

ソフトウェア品質シンポジウム 2024資料より
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Doneの定義（DoD、Definition of Done）

DoDは、​開発する​プロダクトの​
特性に​より​決定可能

ソフトウェア品質シンポジウム 2024資料より

テスト設計方​針に​よっては、​
複数の​DoDを​設定する​

②スピード感と品質の両立
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QE、​テスト設計方​針、​DoDに​よる​品質ガバナンスの​仕組みの​適用

適​用​事例​
既に​活動していた​スクラムチームに​QEが​参画する​前に、​
これまでの​チームの​運用を​調査
この​後​あらためて、​チームで​テスト設計方​針・DoDを​
含む計画の​再検討を​実施、​開発部門長・品証部​門長が​   
これを​承認し、​出荷判定の​権限を​POに​明示的に​委譲

これまでの​チームの​運用調査に​ついて​
スクラムと​しての​活動は、​きちんと​運用されていた​
一部で​アカウンタビリティが​足りていなかった​

　　・DoDや​ACの​確認結果が​不明確な​場合が​あった​
　　・テスト結果の​保存に​ついて​チーム内での​周知が​不足

チームと​QE​（および​品証部​門）が、​
プロダクトの​特性を​考慮し、​
テスト設計方​針を​作成

テスト設計方​針の​「テストの​
実施タイミング」から、​通常スプリント以外​
（リリーススプリント等）の​要否を​決定

必要な​DoDを​設定​（通常スプリント用、​
リリーススプリント用、​等）​

Doneの​事前判定に​必要な​情報の​保存場所を​
決定・周知

QE、​テスト設計方​針、​DoDに​よる​
品質ガバナンス適用の​概要

AC : Acceptance Criteria, 受け入れ基準

②スピード感と品質の両立
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QEがスクラムチームに参加し続けていると

チームの​自律性が​高まり、​品質の​議論が​活発に​なり、​改善に​つながった​

他チームを​参考に、​自チームの​DoDを​開発者自らが​考えられるようになった​
自チームの​品質に​ついて、​自然に​関心が​向くようになった​

開発者が​自発的に、​事前判定に​必要な​情報を、​QEに​共有してくれるようになった​
QEの​活動が​チームの​説明​責任性や​透明性へ​寄与すると​認識され、​QEの​存在が​ポジティブに​
受け止められるようになった​

QEの​スクラムチームへの​参加が、​好結果に​つながる​

②スピード感と品質の両立
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QE、​テスト設計方​針、​DoDに​よる​品質ガバナンスの​仕組みの​浸透に​むけて​

「QEガイドライン」の​作成
QEが​参加した​スクラムチームでの​
活動実績からの​知見を​まとめ文書化
アジャイル開発ガイドラインと​あわせ、​
品質ガバナンスの​仕組みの​普及に​役立てる​

②スピード感と品質の両立

テスト設計方​針、​DoDの​作成に​ついての​レクチャ、​作成支援の​実施
プロダクトの​特性に​応じて、​これらを​適切に​作成できる​人材が​少ない​ことが​課題
​これらの​作成に​関しても、​ガイドライン化を​めざす



PoCでの​開発
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③価値創造の実現

「三菱電機のDX戦略」​（IR DAY 2024 プレゼンテーション資料）より​

通常の​製品・
サービス開発

PoCでの​開発と、​通常の​製品・サービス開発の​関係性、​課題
スピード感や​不​確実性が​きわめて​高い​
実施内容が​明確に​定義されておらず、​チームごとに​ばらつきが​ある​
成果物が、​製品・サービス開発に​引き継がれる​場合が​ある​

品質問題の​
リスクを​低減させる​

PoCでの​開発に​おける​
最低限の​品質活動とは？​

を​明確に​したい​

→  PoCでの​開発の​成果物が、​不用意に​製品・サービス開発に​利用された​場合に​
　  品質問題へ​発展する​懸念が​ある​



懸念される​状況

生成AIの​出力結果の​質​（あるいは​バラつき）が​
期待通りではない。​

対応策

生成AIの​出力結果を​インプットに​人が​判断して​アクションする​
業務設計と​する​

生成AI、​クラウド活用に​より​想定外の​ランニングコストが​
発生する​ PoC段階での​実績を​ベースに​ランニングコストを​試算する​
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PoCでの​開発 運用開始に​向けた​開発 継続的な​改善の​ための​開発

目的

完​了​条件​

何が​価値が​あるかの​探索 運用を​開始できる​状態に​する​ 運用からの​フィードバックを​反映し、​
新たな​価値を​追加する​

MVPが​検証されている​ 運用が​可能である​ －

懸念される​状況

流用元の​設計、​実装が​把握できる​必要な​ドキュメントが​
不足する​

（ソース、​クラウド設定等）​

対応策

PoC開発の​最後に​必要な​ドキュメントを​定義して​作成する​

ソースコードの​内部​品質が​悪く、​保守性が​低い 運用開始の​ための​開発の​最初に​保守性の​低い​コードを​
特定し改善する​

流用元の​テスト方​針、​現状何が​できていて​何が​
できていないかわからない​

テスト設計方​針表を​作成した上で​現状との​ギャップを​明確に​する​

顕在化した​ギャップを​いつ​埋めるか​
（複数回に​わける​パターンも​ある）​検討する​

PoCでの​開発 運用開始に​向けた​開発 継続的な​改善の​ための​開発

ソースコード

クラウド実行環境、設定

新規開発 PoC版を​流用 ←

新規開発 PoC版を​流用 ←

PoCでの​開発で​必要と​される​品質活動とは​

③価値創造の実現

開発の​段階の​定義の​例

ソースコード、​設定などの​流用方​針の​例

ソースコード、​設定などの​流用に​対する​リスク管理の​例

プロジェクト特有の​リスク

通常の​製品・サービス開発
以外の​種別

以下を​明確に​する​：
対象と​する​開発に​対し、​目的、​完了条件、​
流用方​針​（ソースコード、​設定）​
流用方​針に​対する、​懸念される​状況、​

　　​その​対応策
プロジェクト特有の​リスク

PoCでの​開発の​着手前に​  
品質計画を実施する

・​実施される​内容を​明確に​
・スピード感への​影響は​最小限に​

これらを​元に、​テスト設計方​針、​DoDを​設定
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PoCでの​開発に​おける​テスト設計方​針、​DoDの​事例

判定の​観点 判定の​内容 判定の​基準

プロダクト

品質

プロセス品質

テスト実施
テスト設計方​針の​実施タイミングPBI毎の​

テスト実施
テストに合格しているか？

コードレビュー実施 保守性に関するコードレビューの実施 コードレビュー実施の記録があるか？

カテゴリ

PBIごとのDoD

判定の​観点 判定の​内容 判定の​基準

プロダクト

品質

テスト実施
テスト設計方針の

実施タイミングPoC完了時の​テスト実施 テストに​合格しているか？​

設計ドキュメント
PoCの​設計、​実装に​関する​ドキュメントの​

整備

必要な​ドキュメントが​存在し、​内容が​適切か​
どうか？​

カテゴリ

ランニングコスト ランニングコストの試算 ランニングコストが​試算できているか？​

テスト目的

テスト対象

クラス

API

ユースケース

実運用シナリオ

システム全体​

品​質特性​

論理性​ ユーザビリティ 性能 保守性

実施タイミング

PBIごと PoC​完成​時

〇

（PBIのAC）

〇

（PBIのAC）
〇

（PBIのAC）

〇

（PBIのAC）

〇

（PBIのAC）

〇 〇 〇

〇​
（ランニングコスト）​

〇​
（コードレビュー）​ 〇

〇

〇

〇

〇

テスト設計方​針

③価値創造の実現

PoC開発の​テスト設計方​針の​例

PoC完成時のDoD

通常の​製品・サービス開発と​同様に​実施
流用方​針に​よっては​事前確認作業も​対象

　　​（クラウド利用の​ランニングコスト、​等）​
実施タイミングを​分類

DoD
必要な​DoDの​種類を​決定

　　・右の​例では​2種類
各DoDを​設定

　　・​最低限の​DoDは​「PBIが​ACを​満たす」
　　・​これに​何を​加えるかを​検討する​
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まとめ

開発プロセスに​依らない​QMSの​実現
アジャイル開発を​前提とした​QMSを​構築、​ISO9001認証を​取得

スピード感と​品質の​両立
QE、​テスト設計方​針、​DoDに​よる​品質ガバナンスの​仕組み、​QEガイドラインを​作成

価値創造の​実現
品質問題の​リスクを​低減させる、​PoCでの​開発に​おける​最低限の​品質活動を​明確化

今後の​課題
各種開発への​QMS拡張​（PoC、​継続的な​改善、​サービス運用、​等）​

・QE、​テスト設計方​針、​DoDに​よる​品質ガバナンスの​仕組みが、​
　コミュニティ等を​介して​他社にも​広が​りつつある​
・各社の​実績を​互いに​フィードバックし、​仕組みの​ブラッシュアップを​はかる​




